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1 月の説教より 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 
 
 

 
2 月のメッセージの聖書箇所  

6 日 使徒行伝 27:1‐28:10 

13 日   〃  28:11‐31 

20 日 ピレモンへの手紙 

27 日 ピリピ 3:5‐14，Ⅱテモテ 4 章
 

〈6 日「お誕生会」〉2 月生まれのお友達、お誕生日おめでとう！ 
祝福のお祈りと、プレゼントがあります。みんなでお祝いしましょう。 

＊＊＊＊報告＊＊＊＊ 
〈送別会〉 

 皆さんの春休み(3 月下旬)に高校 3 年生の「卒業お祝い＆送別会」
をします。詳しくは日にちがはっきり決まったら、改めてご連絡しま
すが、今から参加予定をよろしくお願いします。 

（進級お祝いもこの日にします。） 
<4 月から聖書が変わります！> 

４月から、教会学校でも「学校と同じ“新共同訳聖書”」を使います。
せっかく持っている聖書ですから、皆さん、自分のものを持ってきま
しょう。「後でもう一度読もうかな」と思うところに御言葉カードを挟
んだり、心にとまった御言葉にラインを引いたり・・・。 
そんなときはやっぱり、自分の聖書が手元にないと、ね！(^O^) 

 

かつてクリスチャンを迫害していたパウロが、なんとクリスチャン
になり、イエス様を伝えるために何度も伝道旅行に出かけた話が続い
ています。2月は、今まではパウロが行こうと思っているところに行
っていましたが逮捕されてローマに連れて行かれる、という話が続き
ます。そして聖書にはありませんが、歴史資料によればローマでパウ
ロやその後も大勢の信仰を捨てなかったクリスチャンは殺されます。 
ところで皆さん！「それが私と何の関係がありますか？」と思って

はいませんか。実はパウロ達が伝えたことによって 4世紀始めにはロ
ーマがキリスト教国となって現在に至るのです。また、何世紀にも渡
る歴史の中で、権力者達がキリストを信じ、「是非、教会（神様）の
ために」とお金をかけたので、教会を通じて音楽・美術・建築・学問
などの素晴らしいものが生み出されて現在に至ります。またそれらは
ヨーロッパやアメリカを経由して日本にまで伝えられているのです。 
そして今、教会の先生たちや英和女学院、全てのクリスチャンやキ

リスト教団体がイエス様を伝えようとして、祈りつつ様々な活動をし
ていることもまた、この歴史の中の 1つの出来事なのです。「信じよ
うとしなかった人が、信じた」そこから始まっているこのパウロさん
の出来事は今なお、私の上にも、あなたの上にもおきている神様の御
業であり、クリスチャンの歴史です。そうと分かれば、聖書に書かれ
ていることは、とても他人事ではなくなっちゃうね。是非メッセージ
を礼拝に聞きにきてね。             （文：村上○ま ） 

 

 
今月の暗唱聖句  
「私たちは神の作品で

あって、良い行いをするた
めにキリスト・イエスにあ
って造られたのです。」  

エペソ２：１０  
 


